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１．研究の全体像

①研究主題と設定理由



スポーツを科学する生徒の育成
～教育活動全体を活かしたSTEAMS教育を目指して～

研究主題

本校の研究委嘱「さいたまSTEAMS教育」

なぜSTEAMS教育が求められるのか？

設定理由

高度な科学技術に
よって成り立つ

変化が激しく
予測不可能

特徴 求められる力

価値を見つけ
生み出す感性と力、
好奇心・探求力

科学的に思考・吟味し
活用する力



スポーツを科学する生徒の育成
～教育活動全体を活かしたSTEAMS教育を目指して～

研究主題

研究委嘱「さいたまSTEAMS教育」
さいたま市が目指す姿 求められる力

価値を見つけ
生み出す感性と力、
好奇心・探求力

科学的に思考・吟味し
活用する力

笑顔あふれる

日本一のスポーツ
先進都市の創造

スポーツを中心とした
STEAMS教育の実践

設定理由



スポーツを科学する生徒の育成
～教育活動全体を活かしたSTEAMS教育を目指して～

研究主題

スポーツ科学

バイオメカニクス

生理学

栄養学/生科学

医学
心理学

日本スポーツ振興センターHPより

現代スポーツに
科学的アプローチ＝当然

スポーツに科学を持ち込む
発想のない生徒も多い

よくある

27%

どちらかと言えばある

44%

どちらかと言えば

ない

21%

あまりない

8%

スポーツをするときに

体育やスポーツ以外で学んだ知識を使うことは……

内谷中学校在学生728名中

よく聞く生徒の声
「気合で
はやく/うまくなります！」

設定理由

スポーツを科学する生徒の育成
～教育活動全体を活かしたSTEAMS教育を目指して～



スポーツを科学する生徒の育成
～教育活動全体を活かしたSTEAMS教育を目指して～

研究主題

0 100 200 300 400 500 600 700 800

体育やスポーツ以外で学んだ知識を使うか

うまくいかなかったとき理由を分析するか

どのようにしたら上手くいくか考えるか

上達するための知識や考え方は知りたいか

上手くなるために深く考えることは大切だと思うか

よくある どちらかと言えばある どちらかと言えばない あまりない

設定理由
上手くなりたい意欲あり＋上手くなるための知識や考え方は知りたい

しかし科学的なアプローチの仕方を知らない（体育は体育・スポーツはスポーツ）

接
続
で
き
れ
ば…

？



スポーツを科学する生徒の育成
～教育活動全体を活かしたSTEAMS教育を目指して～

研究主題

①理数をふくむ教科横断的な視点で

③ 「知の創造性」を育む学習

②現実社会の課題の解決を図り

設定理由 STEAMS教育は

生徒自身が意欲をもてる「スポーツの上達課題」で実践



１．研究の全体像

②研究の全体構想



1年目…課外活動→部活動における取組中心

⇒一部の生徒にしか還元されない

スポーツを科学する生徒の育成
～教育活動全体を活かしたSTEAMS教育を目指して～

研究主題

スポーツを科学する生徒の育成
～教育活動全体を活かしたSTEAMS教育を目指して～

2年目以降…＋教育課程内の諸活動

・各教科の授業

・STEAMS TIMEの先行実施



研究構想

経済産業省資料

ベースに
本校の活動を
図式化



研究構想

各教科とSTEAMS TIMEを
繰り返す中で

意欲的に追求していくモデル



研究分野① STEAMS TIME

〇「スポーツ」を中心課題としたPBL実践（2年生を中心に実践）

研究分野②

STEAMS教育の視点を

取り入れた各教科の授業
研究分野④

運動部への「科学的アプローチ」

「新しい学習基盤づくり」 （ICT環境・教員養成など）

上記の活動を
可能にするための

研究分野③ EdTech的1人1台端末の効果的な活用方法



２．各研究領域の詳細

① STEAMS TIME



「スポーツを上達したい」
という意識

スポーツを科学する生徒の育成
～教育活動全体を活かしたSTEAMS教育を目指して～

研究主題

科学的アプローチで探求

体育祭などの
学校行事に
合わせる
生徒の声

「ただ、体育祭の種目としてやるというより、このように自分たち
で課題を見つけて仮説を立て、どうすればはやくなるのかを考え
たほうが、「他のクラスよりはやいのを見つけて勝つぞ」という意
欲がわいたり、班で協力しあうのが多かったりしてとても楽しみ
ながらできた」 意欲的追究・協働研究の楽しみ



①検証できるように条件を単純化して提示する

科学的アプローチで探求

スポーツの上達を「実証・実験」する 共通して留意した点

②上達方法は提示しない

③試行錯誤をもとに上達方法の仮説を立てる

⑤効果の検証ができるように「変える条件」「変えない条件」を意識させる

⑥論理的に主張できるようにワークシートを構成する

④数値化・計測の徹底



2年目：R3年度の実践事例

①検証できるように条件を単純化して提示する

②上達方法は提示しない ③試行錯誤をもとに上達方法の仮説を立てる

「リレーのタイムを縮めよう」

・「バトンパス」の方法のみにしぼる
（テイクオーバーゾーン前後のみで計測）

④数値化・計測の徹底



2年目：R3年度の実践事例 「リレーのタイムを縮めよう」

１時間目 ①活動のきっかけ（５分）
②最初のタイムを測る（１5分）

③ グループで協力し、早くなる
方法を検討する（80分）２時間目

３時間目 ④ グループごとに準備し、発表
する （40分）

検討中にワークシート記入
→それを用いてそのまま発表



2年目：R3年度の実践事例

⑤効果の検証ができるように「変える条件」「変えない条件」を意識させる

⑥論理的に主張できるようにワークシートを構成する

「リレーのタイムを縮めよう」

自分たちが変えてみた条件

仮説を設定した理由（試行錯誤の中での気づき）

実験結果

成果と課題



2年目：R3年度の実践事例 「リレーのタイムを縮めよう」

生徒の声

「バトンを渡すだけでも色々な工夫によってタイムが速くなることがわ
かった。世の中にも小さなことの中に色々な工夫が詰まっていると思う
そういったこともよく見ていきたい。」

生徒の声

「実験って必ず成功するわけじゃなく、何度もやるのが大切
なんだなって思いました。また今までスポーツの実験なんて
やったこともないし、知らなかったけど、今回を通して学んだ
ことを活かしてちょっとずつスポーツをしようと思った。」

生徒の声
「具体的に10歩分や何
mなどの数字を使えば

より速くなることが分
かった。この取り組みを
活かして、バレーのア
タックの助走を調べれ
ば、ボールに合わせや
すくなると思うのでやっ
てみたいです。」

繰り返しの検証の重要性

数値化の意義の実感
他競技への応用

諸条件の意識



３年目：R４年度の実践事例

①検証できるように条件を単純化して提示する

②上達方法は提示しない ③試行錯誤をもとに上達方法の仮説を立てる

「一番はやい台風の目を目指そう」

・コーンを回る「カーブ」部分の前後のみ

・Pre-Postによる動作の分析



３年目：R４年度の実践事例 「一番はやい台風の目を目指そう」

１時間目 導入 「台風の目」の理解

２時間目 試行 Pre-Postを使い試行錯誤

３時間目 計画 仮説の設定と実験計画

４時間目 実践 実験・検証の繰り返し

５時間目 まとめ 発表準備

６時間目 発表 発表



④数値化・計測の徹底
・Pre-Postによる画面上での計測

・実測（写真は腕の位置）

３年目：R４年度の実践事例 「一番はやい台風の目を目指そう」

・コーンからの角度の計測



⑤効果の検証ができるように「変える条件」「変えない条件」を意識させる

⑥論理的に主張できるようにワークシートを構成する

自分たちが変えてみた条件

仮説を設定した理由（試行錯誤の中での気づき）

実験結果

成果と課題

３年目：R４年度の実践事例 「一番はやい台風の目を目指そう」



生徒の声

「研究前はスポーツはやる気だと思っていましたが、研究してみて、体を動かすものには全て数学がつまっ
てることを感じました。今後自分の部活であるバスケに応用してたくさん検証して上手くなるよう頑張ってい
きたいと思います。また、数学という根拠があればスポーツに自信がつくので試していきたいです。」

３年目：R４年度の実践事例 「一番はやい台風の目を目指そう」

数値化の意義・他競技への応用



３年目：R４年度の実践事例 「一番はやい台風の目を目指そう」

生徒の声

「体育が苦手だから上手くできない」と何もせずに諦めるより、数学や理科など別の教科
を使って体育を得意にするということもできるかなと思いました。」

生徒の声

「いろいろ実験しながら仮説があっているかをたしかめると、自分の仮説があっ
ていたら、自分に自信がつくし、間違っていたら、なんで間違えていたのかを考
えるきっかけになるし、社会などの勉強にもいかせそうだと思いました。」

生徒の声

「台風の目もリレーも頭をフル回転してあーして、こーしてなどと考えていくことに
よって、考えることもおもしろいし、実際にはやくなれば、楽しさも感じられることが
わかった。」

生徒の声
「この研究をしてみて感じたことは、いろいろな場面で5教科の知識をたくさん使え

たと分かった。対照実験は理科、遠心力などの計算は数学、論理的にみんなに
伝わるようにするには国語など役立つことがいっぱいあると分かった。この研究
を部活などにいかしていきたい。動画などはとれないが、自分の弱点を分析し克
服するなどはできると思う。」

さまざまな教科との関連の意識

論理的な思考→他教科への応用

論理的な思考への楽しみ

苦手の克服への意識

想定以上の「応用」に広がる効果アリ



〇こちらの想定以上の発想がある→ PBLの手法は非常に効果的
△どうしても考えが広がらない生徒もいる→ 協働のさせ方は留意
〇教科横断的な学びとして、想定以上の範囲まで応用する生徒も
△「科学的な正確性」まで求めるには試行回数不足
（このことにも気が付く生徒もいる）
△教員の途中での助言の仕方には工夫が必要

成果と課題



２．各研究領域の詳細

② STEAMS教育と各教科



スポーツを科学する生徒の育成
～教育活動全体を活かしたSTEAMS教育を目指して～

研究主題

科学的アプローチで探求

・科学的アプローチには「STEM」分野の知識
が必須

・「科学的なアプローチを活用できそう」という
期待感を持たせる必要

全教科でSTEAMS教育の視点を意識



①各教科の「教科横断性」を把握

・年間指導計画をベースに「他教科と関連が深い」単元を一覧化
⇒共有していく



② STEAMS教育の目的に合わせた指導案の作成

どの分野・他教科と
関連するか☑

「STEAMS教育で育成を

目指す資質・能力」の
うちどれを育めるか☑

指導の大まかな流れの
中のどこにSTEAMS教育
の視点を取り入れるか



〇教科横断的な視点をもち、実社会の問題と関連付けた教材
研究への意識が向上した教員が多い
△年度当初から年間計画を見直し、生徒が実社会で生きる学びを
実感できる題材設定と実施時期の検討が必要
△小・中一貫（9年間）の学びの連続性・系統性を踏まえた教育計
画を立案する必要がある。

成果と課題



２．各研究領域の詳細

③ EdTech研修



各教科でTPCを活用した
事例と成果等を共有



〇技術や使用方法の共有が進み、TPCを様々な場面で活用する
ようになった
△学校評価の生徒の実感としては、昨年度とあまり変化がない

→ 活用する場面がどの授業でも見られるようにしていく必要
○今年度の残りの期間から来年度にかけて実施するかもしれな
いＰＢＬを検討できている

成果と課題



２．各研究領域の詳細

④課外活動



スポーツを科学する
生徒の育成事業

さいたま市立 内谷中学校

R２～R４年度 実施内容



R2年度
浦和南高校と連携し、サッカー部におけるSPLYZAの実証実験を開始。



R3年度
サッカー部における「SPLYZA」の継続使用に加えて「Ai Grow」の導入、
また、男子バレーボール部における「ONE TAP SORTS」の実証実験。



R4年度

サッカー部に加えて女子バスケットボール部において

「SPLYZA」と「Ai Grow」の実証実験を開始。



Ai Grow
SPLYZA
ONE TAP SORTS

内容と成果検証



Ai Grow
【内容】

コンピテンシーの分析によ
る部員の特性理解



実践例

•部長や副部長の選出の際に参考

•ポジション決めの際に参考活用

•部員とのコミュニケーションの際のヒントに

Ai Grow



指導の仕方のヒントに



アプローチの仕方のヒントに



前回の結果との比較によって
成長の度合いが視覚化



生徒自身が伸ばすべき能力とその方法
を自己分析することができる。



実証の結果と感想

•日常のコミュニケーションだけでは気づかない部員の特性

を知ることができた。

・承認欲求が高い気質の部員 ⇛ 認め励ます声かけを増やす。

・自分を出せない気質の部員 ⇛ こちらから考えを聞き引き出す

など、部員一人一人の特性に応じた関わりのヒントになった。

Ai Grow



SPLYZA
【内容】

タグ付け、コメントの挿入による

映像の分析とその共有



実践例

・顧問が試合の中で注目したいポイントに
『質問』をタグ付け。(この後のプレーはなぜう
まくいかなかったのか理由を書く)など

・部員は映像を見て分析し、質問へコメントして
いく。

SPLYZA



映像を使った分析によって
手元で、視覚的に
ポイントを確認できる



・意見の共有が簡単にできる
・話で聞くよりもわかりやすい





実証の結果と感想

SPLYZA

・映像と文章の両面で分析ができるため、

内容の理解度が高まった。

・他部員のコメントを見て学習ができるなど、

考えの共有が簡単に、効果的に、行える。

従来の教室に集まる形式でなくても、
各家庭で分析や意見の共有ができるところに、
昨今の社会的状況において活用できると感じた。



ONE TAP SPORTS

【内容】

コンディショニング、栄養状況可視化ツールを

用いたフィジカル及び栄養管理に対する意識向上効果を検証



実践例

・フィジカル測定の結果をふまえてトレーニング
法のアドバイスを受けた。

・オンラインで保護者向けの栄養に関する講義

を行い、食事の品目等に関するアドバイスを受

けた。

ONE TAP SPORTS







実証の結果と感想

ONE TAP SPORTS

・フィジカル測定の結果をふまえてトレーニング法や

アドバイスをトレーナーからいただけた。

・オンラインで保護者向けの栄養に関する講義を行

い、食事の品目等に関するアドバイスを受けた。

具体的で専門的な助言は有意義であるが、食事の写真提供など、
保護者の協力が必須である。



今後の課題
今後の部活動としての課題は、Ai GROW ・ SPLYZA ・ ONE 
TAP SORTS などの活用を通して、生徒が得た課題をどのよう
に練習にフィードバックするかだと考える。

STEAMS教育の視点からもスポーツ×テクノロジーを取り入れ、
チームがもつ課題を解決するような練習メニューを生徒自ら
が考え、練習を行うことによって、専門性とともに自主性や

課題解決の力が養われるような部活動を目指していきたい。



３．授業者より

①総合的な学習の時間



STEAMS×スポーツ
VOLUME3

上手にスキーを滑ろう

授業者：石田優也

山下広夢



はじめに
・STEAMS×スポーツは今回で3回目

①「リレーのタイムを縮めよう」・・・1年時

②「一番はやい台風の目を目指そう」・・・2年2学期

③「上手にスキーを滑ろう」・・・今回



「リレーのタイムを縮めよう」
①科学的な思考の育成

②問題を分析する力の育成

③グループで協働する力の育成

④諦めない挑戦する力の育成



リレーの様子

対照実験を行う



「一番はやい台風の目を目指そう」

①仮説・試行・検証・実践のサイクルを確立

②科学的・論理的思考の育成

③ICTを活用した検証・発表能力の育成

④協働的・対話的な態度の育成



台風の様子

ICT機器を応用的に利用

1年生からレベルアップ



「上手にスキーを滑ろう」
①協働的・対話的な態度の育成

②ICTを活用した科学的・論理的な分析・検証能力の育成

③説得力のプレゼン能力の育成

④自己の生き方や実生活にフィードバックする能力の育成

求めることも少し
ずつレベルアップ



スキーの様子



スキーの様子

映像を見て気づいたことを共有
チームの“上手に”の定義を共有

動画を検証・分析

膝！？
ハの字！？

膝を曲げると重心が安定する！？
ハの字にするとスピードが落ちる！？



スキーの様子

実際に体を動かして検証

数字・データに基づいて分析



検証・分析から根拠のある仮説を導く

数値やデータを利用し
説得力のある仮説を立てる



STEAMS×スポーツを通じたPDCA
サイクルの確立

課題設定・・・自ら課題を見つけ出す力
仮説検証・・・予測し諦めずに検証する力
動作分析・・・予測を科学的に分析し、実行する力
改善探求・・・自己の生き方を見つめ直す、実生活に生かす

VUCAの時代を
生き抜く力

成果



課題
①教員の導き方・・・関わりすぎると答えになってしまう。

②課題設定・・・生徒がそれを本当に必要としているのか。

③年間指導計画・・・場所・時期・内容等



３．授業者より

②保健体育科



体育授業概要説明



今回の柱

シュート精度
を上げよう！



シュート力向上タイム

①仮説を立てる



シュート力向上タイム

②実践する

実践⇔アドバイス



シュート力向上タイム

③分析する

実践⇔アドバイス
共有タイム
学習カードでの振り返り



成果



課題

▲仮説が実践できていな
い班があった
▲シュート力向上タイム
⇔ミニゲーム


